
改
選
後
の
臨
時
議
会
が
７
月

24
日
に
開
催
さ
れ
、
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

議
長

新
澤
議
員
、
副
議
長

米
田
議
員
、
総
務
経
済
建
設

委
員
長

森
下
議
員
、
同
副
委

員
長

川
西
議
員
、
教
育
厚
生

委
員
長

松
川
議
員
、
同
副
委

員
長

野
村
議
員
、
議
会
運
営

委
員
長

森
下
議
員
、
同
副
委

員
長

安
田
議
員
、
監
査
委
員

松
川
議
員
で
す
。

議
長
選
挙
に
お
い

て
は
、
会
派
を
作
ら

ず
是
々
非
々
で
議
会

へ
臨
む
た
め
に
、
新

沢
あ
け
み
議
員
は
立
候
補
し
、

結
果
は
７
票
対
１
票
で
し
た
。

委
員
会
の
役
員
は
、
正
副

議
長
に
一
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
沢
あ
け
み
議
員
は
、
新
議
長

に
「
住
民
に
開
か
れ
た
民
主
的

な
議
会
運
営
に
つ
い
て
」
申
し

入
れ
を
し

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

て
い
た
国
連
会
議
で
、
７
月
７

日
、
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
条

約
が
122
の
加
盟
国
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の

会
議
へ
の
参
加
は
、
被
爆
者
や

市
民
団
体
、
政
党
で
は
日
本
共

産
党
だ
け
で
し
た
。
核
保
有
国

や
同
盟
国
そ
し
て
日
本
政
府
は
、

条
約
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て

い
ま
す
。

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
て
72
年
目
の
夏
、
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
が
８
月
３
日
か

ら
９
日
ま
で
、
広
島
市
と
長
崎

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

７
月
７
日
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
一
歩
踏

み
出
す
歴
史
的
な
大
会
で
し
た
。

世
界
大
会
に
は
、
被
爆
者
・

国
連
代
表
者
・
各
国
代
表
者
・

各
国
反
核
平
和
運
動
代
表
者
・

日
本
全
国
の
反
核
平
和
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
々
が
参
加

し
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

運
動
を
は
じ
め
、
多
彩
な
テ
ー

マ
で
分
科
会
が
も
た
れ
、
交
流

し
、
連
帯
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
沢
あ
け
み
議
員
は
長
崎
大

会
に
参
加
し
、
7000
人
（
海
外
代

表
95
人
）
の
参
加
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

実
家
の
母
の
米
寿
の
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
ひ
孫

が
走
り
回
り
、
み
ん
な
が

代
わ
る
が
わ
る
母
の
耳
元

で
大
き
な
声
で
囁
く
？

母
は
ひ
孫
を
膝
に
乗
せ
て

も
ら
っ
て
ニ
ッ
コ
リ
。
久

し
ぶ
り
に
賑
や
か
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。原

水
爆
禁
止
世
界
大
会

（
長
崎
）
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
確
信
を
持
っ

た
発
言
と
会
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
人
間
愛
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
７
日

か
ら
町
議
会
が
始
ま
り
ま

す
。
新
沢
あ
け
み
が
ん
ば

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平成29年8月2日

高取町議会

議長 新澤 良文 様

日本共産党

高取町議会議員 新澤 明美

「住民に開かれた民主的な議会運営」についての申し入れ

大暑の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。さて、昨今

住民の皆さんから、「議会や町は、何をしているのかわからない。」と

いう声が沢山寄せられています。まず、議会が本来の役割を再確認し、

住みよい町づくりにさらに尽力していくことが必要ではないかと考えま

す。そこで、住民に開かれた民主的な議会運営について、以下の申し入

れをします。

１．地方自治法に基づき、公平・公正な議会運営をすること。

２．町政を監視する役割を担う議会は、常に執行機関と緊張感のある関

係を構築すること。

３．住民の利益を守るために、公の場で徹底した議論を尽くすこと。

４．理事者と特定業者の癒着を許さず、議員自らも清潔を貫くこと。

５．ホームページへの議会議事録掲載・議会のネット中継・議会だより

の充実で、町政や議会について情報を発信すること。

６．住民との意見交換の場として、議会主催のタウンミーティングの実

施をすること。

７．議会改革を推進させる検討委員会を設置すること。

以 上

議
会
の
役
員
が
決
ま
る

ホームページ

http://jcp-takatori.sakuraweb.com/

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

国
連
で
採
択

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
参
加

子育て・介護・その他困っている事等、気軽にご相談ください

高取町議会議員 新沢あけみ

なんでも相談



これまで何のために生きているのかと考えてきたが、今、生きている意味ができた。

10年前から禁止条約の声を上げていたが暗い闇の中でであった。条約採択の源流は被爆者にあり、私たちに大き

な勇気と力を与えてくれました。生まれたばかりの条約を支持する声を大きくしていこう。

核保有国および同盟国には、軍縮への具体的ステップを真剣に考えて頂かなければならない。

偶発的、意図的どんな形にせよ使用されれば、人類を破滅させる。そこに条約の意味がある。

集会で意見を言う、選挙で投票する、ひとりひとりができることから始めよう。

イギリスでもメディアがまともに報道しない。ＳＮＳや街頭でビラをまいている。

被爆の実相を世界にも日本の国民にも知らせ、核兵器廃絶の先頭に立つ政府に変えよう。

世界大会―長崎の発言から

日本の被爆者

田上富久 長崎市長

中満泉 国連軍縮担当上級代表

ジム・アンダーソン 米ピースアクションニューヨーク州会長

マルチン・クリューガー オーストリア外務省軍縮軍備管理不拡散局次長

ハンナ・トゥエッデル 英核軍縮キャンペーン副議長

高草木博 原水爆禁止日本協議会代表理事

大
会
へ
国
民
平
和
行
進
が
集
結

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を数

億
の
規
模
で


